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天　．募L　第　2嘘0號　峰｝録 （96）
晩秋の宥　　暮れやすい11月の室は，學校，務　囲N■團■1
　め先，仕事先の録路，早や木枯しに乗せて　　　　　1938年
　來たかの如く，星をまたたかせて居る．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11月の天象
　　夕餉をすませる頃には，トツプリと暮れ
　た室に，射手，ヘビ遣ひ，ヘルクレスの諸　圏■■■■腰囲四圏図■圃四国
　星座は，地平線に牛ば艦を沈めてしまって居る・白島，琴，鷲も時の流れに
　は抗し得す，西への傾きが目立って來た．南には木星が依然と大顔に控へて
　居り，ベガススの四二型が中央に在るのは，前月と大して攣りないが，少し
　望遠鏡を通して土星でも見て居る内に，冷え込む初冬の冷氣に氣が付く頃に
　は，中央にはカシオペア，．アンドロメダ，鯨と，北から南へ，今は無きロ1
　ヤル・フアミソ1のエチオピア群に占められて居る．勿論是等は，先年亡ん
　だハイレ・セラシエー世のエチオピアよりは，エヂプトの先租に近V・とは思
　はれるが．
　　ありゃ何んだらうと，見知らぬ人によく尋ねられる“すばる”は，東に高
　く，カペラやアルデバランも，もう堂々たる光輝を放って居る・見へる見へ
　る！！オリオンだ！1双子も仲よくブランコをし乍ら昇って來た！！　’
　　それにしても，詰りにも早い時だと一瞬思ひ出されるのも，叉此の星座を
　見た時である．奥手の稻は今モミにされて居る．“少年易老學難読”誰かがそ
　んな詩吟を口にして居る様に瀦こへてならなしb．いや星が云って居るのだら
　うかしら．しみじみと枯れかけた冷めたい田舎の草に腰を下ろして，もう一
　度星を見上げると，認んだかひとりでに掌を合せて七度くなる．この星は東
　亜の黎明木漿する天地にも光って居るだらう・
太陽　“天秤”座を通過して，下旬には“さそり”座の北端をかすめて“へび
　遣ひ”た入る．此の星座は黄道十二宮が創設された頃には，太陽は入らなか
　つたのであらうが，其後数千年を経て，春分黒占が前進した結果，黄道が通過
　する様になったのである．例に依って表記すれば
　　　日付　赤経　 赤緯：　書聞　夜問夕刻の薄明絡焉
　　　　臼　　h皿s　　　　　　時聞分・　時閤分　　時分　　　　1　14　22　11　一140　9，　10　45　13　15　18　28
　　　6　14　41　52　一15　43　10　37　13　a3　18　25
（95） 矢界第210號附録
　　11　15　1　54　一17　11　10　28　13　32
　　16　15　22　17　一18　31　10　19　13　41
　　21　15　43　2　一19　43　・10　12　13　48
　　26　16　4　　7　一20　47　10　5　13　55
の通りである．月末日没の最も早V・時季になって來た．
18　22
18　 8
18　16
18工5
月　先づ1日，月齢9．1の月が“水瓶”座から始まる．グルツトー周以上して，
　再び月末C‘水瓶”座に終る．其の聞の様子は
日附
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・1　1
15
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27
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月齢
16．1
19．1
23．1
0．5
5．5
8．5
覗直樫
32／07”
32　37
32　05
30　17
29　29
29　51
???????時刻
　7ee
13
　1
　9
12
12
記　事
満　月
近地鮎通過
下　弦
新　月
遠地鮎通過
上　弦
　　上表の如くである．闇夜が無くなるのは，7日から9日まで，反釣に全く月
　の見られなV・のは，22日から24日までである．26日，月齢4．5の月が西天低く
　見られるのが次回の始まりだらう．（以上月齢は日本中央標準時21時の値で
　ある．）
水星　夕室に居る・9日の夕には金星の南4。回りの所に居るが，可なり見難
　い，25日東方最大離角22。に達するが，赤緯が一25。であるから，一・寸望遠鏡
　を向けるの忙は低すぎる・
金星　さしもの王者も，1日停留を経て，實にすばやく太陽に近すき，20日
　には内合する．内合前後に，弦の延びが牛島以上になるのが槻測されて，大
　氣の存在する回忌にされてみる．
火星．“乙女”座中央部を通忌中．依然観測は望み冠すである．
木星　“山羊”座の東端で順行に移った．大分西に傾bて來たが，其れでも未
　だ未だ槻望には好期である・硯直径は39”～36”，光度一2・0～一1・9・
土星　“魚”座の中央部に居て封衝を少しすぎた許り．本艦の覗直径は17”，
　輪は43”5もあるが7傾斜は8。飴りに減少する．然し今丁度見頃と云ってよ
天界第210號附録 （94）
　い．夕方早や東南の塞に控へて居るのだから．
天王星　“牡羊”座で9日封衝になる．光度6．1，参陣樫は3．6，此虚に圓を示す・
　肉眼か双限鏡で確かめてから，10cm150倍の器械で見ると，辛じて小さな青
　い丸に見へる．衛星は25cm馬入要だが，今迄に11cmで見た記録はある．
　　　　　　　　　　　　1938「IF－IO－12月，　ヲく王星ξζ匡路
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“獅子”座の東端，曉に居るが一寸駄目．
“かに”座に居る．
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io　lob
アルゴル（ペルセのβ）　11月中に見られる極小は
　　　　3日掛21時，23日の22時5，26日の19時5
光度7．3
　　7．3
　　7．3
　　7．3
　　7．3
　　7．3
　　7．3
　　Z3
である．
ユリウス日は11月1日21時（日本中央標準時…）は2429204・0である・（木漫）
